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ESRを利用したOHラジカル消去能測定システムの検討

○中川　清子 * 1）、関口　正之 * 1）

　OHラジカルをはじめとした活性酸素種は、酸化ストレスとなり発ガンを引き起こすことから、抗
酸化物質を含んだ食品が付加価値の高い食品として注目され、抗酸化作用の評価に関する需要が
高まっている。活性酸素除去能の測定法の一つに、活性酸素由来のラジカルをESRで測定する方法
がある。ESR法は、特定の活性酸素種を生成させて測定できる、実際の生体内での反応系に近い
等の理由により、正確な評価法として期待されている。
　ESR法において、OHラジカル生成のために、ほとんどの研究例では、水銀ランプの紫外線を過酸
化水素水に直接照射している。しかし、抗酸化物質の中には、ヒドロキノン等、水銀ランプの紫外線
を吸収し、電子を放出するものがある。放出された電子は、過酸化水素と反応し、OHラジカルを生
成するため、正確な評価ができない可能性がある。そこで、抗酸化物質の吸収がない波長領域の紫
外線を過酸化水素水に照射し、OHラジカルの消去能を評価するための条件を検討した。

 1 .   はじめに

　過酸化水素水に、キセノンランプからの紫外線を照射して、OHラジカルを発生させた。抗酸化物
質（例えば、ヒドロキノン等）による紫外線の吸収を避けるため、フィルターを使用し、30 0～40 0 n m
のU V光を選択的に照射した。生成したOHラジカルはDM POでスピントラップし、DM PO - OHラジ
カルとしてESRで観測した。DM PO - OHの生成量は、抗酸化物質の添加により減少する。過酸化水
素とDM POの濃度を変化させて、ヒドロキノンの添加量の増加に伴ってDM PO - OHの生成量が減
少する条件を検討した。

 2 .   実験方法

　過酸化水素 :1m M, DM PO:200u M、および過酸化水素 :1.25m M, DM PO:500u Mでのヒドロキノ
ン添加によるDM PO - OHの生成量の変化を、図１に示す。いずれも、ヒドロキノンの添加量の増加
に伴い、DM PO - OHの生成量が減少している。また、DM POの濃度が高い方がDM PO - OHの減少
効率が低下する。DM PO - OHの生成量が、ヒドロキノンがない時の半分になるヒドロキノンの濃度
（図1中の→）は、DM POの濃度に比例して増加し、OHラジカルとDM POおよびヒドロキノン二者と
の反応が競争していると考えられる。

 3 .   結果・考察

　以上の結果から、U360フィルターで波長選択した場合、過酸化水素 :1～1.25m M, DM PO:20 0～
500u Mで、ほぼ正確な抗酸化能の評価が可能と考えられる。

 4 .   まとめ

*1） バイオ応用技術グループ
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H23.4～H24.3　ESRを利用した活性酸素消去能評価システムの構築

図1.  過酸化水素 :1~1.25mM, DMPO:200~500uMでの

　　 ヒドロキノン添加によるDMPO-OHの生成量の変化
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産総研ライフサイエンスの研究戦略と研究概要

○澤田　美智子 * 1）

　産業技術総合研究所（以下、｢産総研｣）は、20 01年1月に旧通産省傘下の15の国立研究所と計量
教習所を統合して新設し、同年4月に独立行政法人化した我が国最大級の公的研究機関である。
2012年4月1日現在の研究職員は2337名、事務職員683名、合計3020名である。ポスドク研究員やテ
クニカルスタッフなどの契約職員、産学官連携制度による企業、大学、その他の法人からの登録者
を含めると、人員は1万人を越える。｢技術を社会へ｣の理念のもとにオープンイノベーションハブ機
能を強化し、｢21世紀型課題の解決｣に貢献している。
　産総研は本部を東京とつくばに置き、研究拠点をつくばのほか、北海道、東北、臨海副都心、中
部、関西、中国、四国、九州に配置し、つくば以外は特徴ある研究に重点的に取り組んでいる。産総
研の研究は、環境・エネルギー分野、ライフサイエンス分野、情報通信・エレクトロニクス分野、ナノ
テクノロジー・材料・製造分野、計測･計量標準分野、および地質分野の６分野に区分され、研究ユ
ニット（研究センター（以下｢RC｣）、研究部門（以下｢R I｣）、研究ラボ）で実施している。

 1 .   産総研の研究分野と研究体制

 2 .   ライフサイエンスの研究ユニットと重点分野

　動物ワクチン等の医薬品原料を遺伝子組換え植物で生産させる研究（生物プロセスRI）、iPS細胞
の確立と評価（幹細胞工学R C）、レクチンマイクロアレイの作製と活用（糖鎖工学R C）、世界最大の
c D N Aライブラリーの活用（バイオメディシナル工学R C）、ブレインマンインターフェイス（B M I）研究
（ヒューマンライフテクノロジーRI）などの研究成果の他、バイオインフォマティクス人材養成（生命情報
工学RC）について紹介する。また、各研究ユニットは2年に一度の研究ユニット評価委員会で研究評
価を受けており、昨年度に評点の高かった研究についても紹介する。

 3 .   ライフサイエンス分野の研究成果

*1） 独立行政法人産業技術総合研究所臨海副都心センター

平成24年度　研究成果発表会

　ライフサイエンス研究は8研究ユニット（4RCと4RI）、
5研究拠点で実施している（図1）。我が国のグリーン・
イノベーションによる環境大国戦略に対応した重点分
野として｢バイオプロセス活用生産技術｣、ライフ・イノ
ベーションによる健康大国戦略に対応した重点分野と
して｢健康を守る技術の開発｣および｢健康な生き方を
実現する技術の開発｣を推進している。
　生命情報工学RC、バイオメディシナル情報RC、糖鎖
医工学RC、および幹細胞工学RCは｢健康を守る技術
の開発｣を担い、主に、遺伝子、D N A・R N A、タンパク
質、糖鎖などの生体高分子レベルから細胞、組織レベ
ルで先導的研究を推進している。研究部門では、バイ
オメディカルRIと健康工学RIが｢健康を守る技術開発｣を担当し、分子レベルから組織、ヒト（患者を含
む）まで、基盤的および先導的研究を実施している。また、生物プロセスRIでは｢バイオプロセス活用生
産技術｣を、健康工学RIとヒューマンライフテクノロジーRIでは｢健康な生き方を実現する技術の開発｣
を進めている。

図1． 産総研ライフサイエンス拠点


